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 大きな事故・事件もなく全生徒、全職員が健康で新年と三学

期を迎えることができたことを大変嬉しく思います。 

 １月１日の能登半島地震により被災を受けた皆様には、心よ

りお見舞い申し上げます。始業式の９日現在でも、亡くなられ

た方が１６０人を超え、約３２０名の方々の安否が不明です。

被災された方々が一日でも早くかつての日々の生活に戻れるこ

とができるよう、私たちに何か少しでも手伝うことができない

か考えながら生活していきたいと思います。 

 始業式では、冬休みに家庭でお手伝いをすることや今年の目

標を立て自分とのその約束が守れているかを生徒に質問してみ

ました。多くの生徒がお手伝いはできているようですが、目標

を立て「自分との約束を守る」まではたどり着いていないよう

です。ご家庭でも目標をもつ大切さを伝えていただきたいと思

います。 

今年、令和 6（2024）年の干支は「辰」です。同じ動物を表す

同音の漢字としては「龍」「竜」があります。年賀状を書くこと

でその年の干支を認識していましたが、年賀状を書くことが少

なくなってきた現在、今年が辰年であることを知らない生徒も

増えてきたようです。この辰（龍）についてはこんなことわざ

があります。 

『登竜門』。立身出世のための関門や、人生の岐路となるよう

なだいじな試験をいい、「とうりょうもん」とも読みます。中国

の黄河の上流に竜門という激流があり、その下に多くの鯉が集

まり、ほとんどは急流を登れないが、もし登ったら竜になる、

と伝えがあります。ちなみに、この「登竜門」にちなんだ日本

の伝統文化があるのですが、何かわかりますか？ それは、鯉の

ぼりです。端午の節句・こどもの日に、鯉のぼりを飾るのは、

困難にもたくましく立ち向かい、立身出世できるようにという

願いからですよね。実はこれは、この「登竜門」の故事にちな

んでいるからなんですよ。生徒のみなさん、鯉から龍に変わる

ことを期待しています。 

 

 

『笑う門には福きたる』 

 日本古来からの故事で「いつも笑いの絶えない家庭には、い

つかかならず幸福がやってくる」という意味です。子どもの頃

のお正月は「福笑い」や「羽根つき」「すごろく」などで遊

び、親戚中で笑い転げていたのを思い出します。あれは、たく

さんの福を呼び込んでいたのでしょう。 

笑いは一種の呪術とされており、神様の前で笑うと、神の

力、笑いの行動によって人間は幸せになれるという考え方が、

日本人には昔から見られました。日本では昔から終わるとか、

やめるという言葉を忌み嫌う風習があり、終わる、やめるでは

なく、お開きという言葉を使うそうです。未来に向かって開い

ていくのを非常に喜び、顔の表情を開くのが「笑い」であり、

顔の表情をいつも開いていると幸運に恵まれると考えた日本人

は、苦しいことがあるほど笑って、早く悪い状態から抜け出そ

うとしました。   

最近は「笑い」を医学的に研究しようとの試みがなされ、糖

尿病やがんの改善効果など、さまざまな作用を期待できると分

かってきました。笑いを増やすことで、糖尿病やがんを改善で

きる可能性があり素晴らしい特効薬となるのです。  

今年一年、いろいろな出来事が起こると思いますが、今まで

以上に「笑い」を意識し、「笑い」ですべてを吹き飛ばし、明

るく元気に過ごしていきたいものです。 

 

 

 国税庁が主催する、中学生の「税についての作文」で本校３年の 中島 翔太朗 さんが佐賀県納税貯蓄組合連合会会長賞を受賞

し、11 月 11 日（土）にフレスポ鳥栖において表彰式が行われました。中学 3 年生の 12月頃公民の授業で税のことを学習します

が、この作文はその前の夏休みに自分で学び考えて書いた作文です。大変すばらしい内容でしたので一部紹介させていただきます。 

おめでとうございました。 

 

  

「税についての作文」表彰 

始業式の話   新年あけましておめでとうございます 

皆さんは税金に対してどのような印象をもっていますか。私の税金に対しての第一印象は「何のためのお金だろう」

「なんで買い物の時に余計に支払わなければならないのだろう」という印象をもっていました。 

 ～中略～ 

もし税金がなかったら・・・下水道などの我々の生活に不可欠なインフラも整備されておらず、道路や歩道など普段何

げなく通っている道も、火災や事故が起こったとしても警察や消防も駆けつけてくれないとなると税金は本当に社会に

とって必要なものだということを実感しました。国民の一人一人がちゃんと納めているからこそちゃんとした生活を送

ることができているのだと思いました。 

 ～中略～ 

健康で文化的な社会を実現するためには、多額の費用がかかりますし、市の中心は税金なのです。なので、社会保障と

税金の負担も真剣に考える必要があると思います。今、私たちが普通にしているこの生活を維持するためにも、国民一

人一人が税金の役割と今起こっている問題にも真剣に向き合っていく必要があると思いました。 



 

 

たくさんの表彰がありました！おめでとうございます！ 


